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環境と経済が融合する新時代へ(2) 環境と経済が融合する新時代へ(2)

道草・漢字読み取りテスト 市民紙上セミナー

①けびいし ［(非違＝間違い・違法)を検査する使者の意。］
 
②えぼし [(昔、男性が元服時に着用 した帽子。(烏)を使用したのは、 漆で黒色に塗ったから。]  

③ほら       ④ものみゆさん     ⑤けそう
     

⑥ずうたい　　⑦ふうき　　 ⑧こうじ　　　⑨てんぽう　　⑩とうじ
           

　　

手 観 （きょうしゅぼうかん）

（４） （１）

温室効果ガスの排出や資源消費など環境負荷の要因となる行為を課税の対象と
するシステム。その例として
1.罰    金　ＥＵでは、ＣＯ２排出量の削減が計画を下回った企業に対し、

　　　　　　 1ＣＯ２トンあたり40ユーロ(2010年以降は100ユーロ)の罰金適用。

2.環境税制度　環境という希少財に価額を設定することで、その効率的な利用を
　　　　　　　進めることをが目的。事例には次のような炭素税があります。

１４３号

   社会教育の推進   まちづくりの推   環境保全の推進

１４３号
ご 案 内

　小池　貞三郎

　 当法人は、三桜工業株式会社の支援により設立されましたＮＰＯ認証法人です。

１面 ２面

４面３面

       　　３ページの漢字読み取りテストの正解例

傍拱

　環境と経済が融合する新しい時代へ　（２）

「環境と経済の融合策」 にみられ二つの方法

環 境 保 全 の 推 進 活

従来の考え方では、「自然環境」と「営利行為」は対極的な概念と受け止められ
ていたと思われます。
しかし産業革命以降、人は文明の経済的恩恵を受けはじめると、その恩恵を犠牲
にしたくないという想いから、今日に至っては次のような策を考えたのです。
1.｢環境負荷｣に対しては、｢罰(パニシュメント)｣
2.｢環境保全｣に対しては、｢奨励(インセンティブ)｣
で臨むことにより、｢環境と経済の融合｣を進める制度です。

今だけ記憶のＲＡＭ　と　永久記憶のＲＯＭ　について

【⑥～⑩までは、富貴を｢ふき｣ではなく、｢ふうき｣ のように、延ばし読み。】

【①～⑤までは、烏帽子を｢えぼうし｣でなく、｢えぼし｣ のように、縮め読み。】

    融合の具体策について

前号では、人類は技術に支えられている文明により経済的利益や利便性を受け、一方では、
その文明が環境負荷をつくり出しているために｢豊かさへの欲求｣と｢地球環境の保全｣を同時
に解決することが要請されており、その対応策として｢環境｣と｢経済｣の融合を進める具体策
が実行または検討されつつあることをみてきました。今回はその具体策を見ましょう。

｢罰（パニシュメント)」で臨む制度

人間の記憶には、一時的に記憶して、関連する用事が済むと忘れてしまうような
｢短期的な記憶｣と極めて印象的な出来事に出合ったときの｢長期的な記憶｣の二つ
の種類があり、「脳内での記憶場所｣も違います。

コンピュータも同じように、そのとき必要とする文字や絵を自由に書き込み、
用事が済めば、すぐに消すことができる、読み書きが自由にできるメモリが
ランダム・アクセス・メモリ(Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）。
その英語名の頭文字をとって、ＲＡＭ(ラム）と表示されます。

一方、電源を入れてコンピュータをスタートさせるような基本的なプログラムは
電源を切っても、その内容が消えないことが必要です。
その内容は、読み出すだけで、変えることができないシステムであることが必要
です。
いわゆる読み出し専用メモリで
　　　　　リード・オンリー・メモリ(Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）。
その英語名の頭文字をとって、ＲＯＭ(ロム）と表示されます。

セミナーＮＯ．５８

パソコン用語のあれこれ

（１）

　
飲　 酒　 運　 転　 は　 犯　 罪　 で　 す。

　
同乗者も飲酒提供者も同罪です

交通安全推進キャンペーン

　　炭 素 税　フィンランドやスウェーデンでは、使用した資源に含まれる炭素
　　　　　　　の量に応じて課税する税制・・炭素税を導入。
           　 生産・輸送工程における使用資源の炭素量に応じて、製品価額が
　　　　　　　割高となり、環境負荷の多い商品の抑制・環境保全効果が期待さ
　　　　　　　れます。

Carbon tax
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  その６６

①検非違使 　　②烏帽子 　　③法螺　　　 ④物見遊山 　　 ⑤懸想

⑥図体　　 　　⑦富貴 　　　⑧小路　　　 ⑨天保　　      ⑩杜氏

　　　　
 左記のそれぞれの　　　にあてはまる漢字を入れて、

手 観 ｢手をこまぬいて脇からながめてだけいること｡｣を
意味する四字熟語にして、ふりがなをつけて下さい。
　

(２） （３）

(正解例は4頁の下欄に掲載しています。)

漢字読み取り１０題・・１０点満点で・・何点でしたか？

奨励(インセンティブ)で臨む制度とは、前記の罰(パニシュメント)とは対照的に、
地球環境にマイナス効果を与える物質の排出量を削減した場合に、その削減量に
経済的価値を認めることにより、努力した企業や個人に、より一層削減しようと
いうインセンティブを作用させる方法です。その事例は周知の下記の制度です。

道
草 古典語と英語・・その２7

ラテン語の接頭語ａｍｂｉ－（英語ではon both sides,about,aroundの意味）のついた英単語

 ・ａｍｂｉｄｅｘｔｒｏｕｓ
　　［ambi-(both 両方) + dexter-(ラテン語で｢右手｣の意味) ＝ 両手が右手のように
　　　　                       使える。］＝　両手利きの、(英語dexter＝右方の）

・ａｍｂｉｅｎｔ
   ［amb-＝ambi-（around) + ient(ラテン語で｢行く｣の意味) ＝ 周囲 を行く］
      　                                        ＝ (形容詞)　とりまいた。
　
・ａｍｂｉｇｕｏｕｓ
　 ［amb-＝ambi-(about）+ igu(to drive) + ous(形容詞語尾)＝ あたりをさまよう］
　　　　                                             ＝あいまいな、不確かな。

・ａｍｂｉｔｉｏｎ
　 ［amb-＝ambi-(about）+ it(to go) + tion(名詞語尾)＝歩き回る］＝ 野心、大望
 
 
   また以下は、ご存知の方が多いことと思われますが、ご参考までに。
　
　『昔、ローマでは官職を求める者は、いつも白衣をまとい歩き回り、
　　演説をして投票を求めたといわれています。
　　このように、｢歩き回ること(ａｍｂｉｒｅ)」は ｢権勢への強い要求」
　　を意味して、「野心」と解されるようになったといわれます。
　
　　白衣をまとい歩き回り、演説をして投票を求めたことから、｢白い｣を意味
　　するラテン語ｃａｎｄｉｄと、「人」を意味する(ａｔｅ）が結合して、
　　英語のｃａｎｄｉｄａｔｅ（候補者）が生まれたといわれています。』

奨励(インセンティブ)で臨む制度・・

パニシュメントやインセンティブによらない動きも顕著に・・

組織も個人も自らの生き残りのために、前記のような罰則的制度や奨励策によら
ない、次のような環境配慮の動きも顕著になりつつあります。

メーカーイノベーションとユーザーイノベーションの融合も必要・・

　　　　　　（1)温室効果ガスについて、可能な限り削減努力を行い、
　　　　　　 (2)それでも排出される温室効果ガスの排出量を見積もり
　　　　　　 (3)温室効果ガスの削減活動に対して、その排出量に相当する
　　　　　　 投資を行うことにより、排出される温室効果ガスを埋め合わせる。
　　　　　　 という考え方で英国で発祥。ＥＵや米国で、すでに取引が活発化。
日本では２００７年に検討会を立ち上げ、指針を取りまとめています。

　企業はじめとする組織や個人が、社会的な存在としての責任を果たすために
  行う投資全般を指し、健全なお金の流れを造ることで、｢持続可能な社会｣を築く
  ことを目的としたもの。
  ただし、｢社会的責任｣の意味については、国内外で様々な議論がされていますが、
  社会的責任投資(SRI)は、企業・団体・個人が社会や環境に与える影響を改善、
　向上させ、社会からの信頼を得ることができると考えられています。

　有害物質の排出権(量)取引制度
　この制度の最初の事例は次の通り米国で誕生したと
　いわれています。
　１９７５年・硫黄酸化物(ＳＯＸ)排出権取引を開始。
　２０００年・窒素酸化物(ＮＯＸ)排出権取引を開始。
京都議定書による｢温室効果ガス｣に関する｢排出権」取引をはじめ、｢環境改善へ
の努力で生まれた権利｣の金銭取引は今後増加していくことが予想されています。

環境と経済の融合には企業と消費者の双方に考え方や行動の革新・改革が必要に
なり、識者からは次のようなことが指摘されています。

・企業とっては、一定量の生産を行うのに、如何に資源を少なく用いるかが、
　　　　　　　　　経済活動の目的となり、
・消費者とっては、資源消費量の最小化による環境負担の最小化が必要。
・技術開発の担い手である企業が必ずしも技術の使い方を知っているわけでは
  なく、その技術をどう使えば、どんなメリットが生まれるかは、消費者の
  日常生活の中から発想される面が多く、ユーザーイノベーションとメーカー
  イノベーションが相互に刺激し合う必要がある。

　英国の大手スーパーでは、商品の価額と並んでＣＯ２排出量が表示され、
  　　　　消費者はそれを参考に商品を選んでいるといわれます。
                           　 ・・環境と経済が融合する新時代へ・・

2.社会的責任投資(SRI Socially　Responsibl　Investment）

1.カーボン・オフセット(Carbon　Offset）



�t �U�|�q �› �q �j 	Í �[ �z � ¦ 
 � �› 	� � “ � ‡ � q � Š � o � M � ‡ � b �{

� y � ' � À � x � a � Š � q � b � ” 
 Ê 	 ë � • � x 
 � � U � z � þ � q � $ � s � � � O � q � ` � o � w 
 y � Ú � › � L � h � b � h � Š � t� � � � � æ � O � d � ¿ 
 ¶ 
 ` � › � ¦ � ` � z � H 
 ¶ � s � S � Ú � w � v � • � › � � � ” � \ � q � p � z � H � Ë � � � D � ó � s � þ � q � I � › � ™ � X� � � � � \ � q � › � è � $ � q � ` � h � ‹ � w � {� � � � � h � i � ` � z � H � þ � q � $ 
 y � Ú � I � w � ™ � ¯ � t � m � M � o � x � z � � � º � Ž � p � 7 � ‘ � s � ^ � æ � U � ^ � • � o � M � ‡ � b � U � z� � � � � þ � q � $ 
 y � Ú � d � ¿ � 	 � 4 � 3 � * � 
 � x � z � ' � À � ~ � ‚ � . � ~ � x 
 � � U � þ � q � • � � � ¥ � t � ) � Q � ” � è � ¹ � › � ~ 
 ³ � z

� y � ² 	 Í � ^ � d � z � þ � q � T � ’ � w 	 ô � T � › � ˜ � ” � \ � q � U � p � V � ” � q � ß � Q � ’ � • � o � M � ‡ � b � {

　有害物質の排出権(量)取引制度
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